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弾道ミサイル落下時の行動に関するＱ＆Ａ   
Ｑ１．ミサイルは発射から何分位で日本に飛んでくるのでしょうか。 
 

Ａ１． 

北朝鮮から弾道ミサイルが発射され、日本に飛来する場合、極めて短時間で

日本に飛来することが予想されます。 

例えば、平成２８年２月７日に北朝鮮西岸の東倉里（トンチャンリ）付

近から発射された弾道ミサイルは、約１０分後に、発射場所から 

約１，６００ｋｍ離れた沖縄県先島諸島上空を通過しています。 

なお、弾道ミサイルの種類や発射の方法、発射場所などにより日本へ飛来す

るまでの時間は異なります。  
Ｑ２．なぜ頑丈な建物や地下へ避難するのですか。 
 

Ａ２． 

ミサイル着弾時の爆風や破片などによる被害を避けるためには屋内（できれ

ば頑丈な建物）や地下（地下街、地下駅舎などの地下施設）への避難が有効だ

からです。 
 

Ｑ３．避難する際には、避難施設として都道府県知事に指定されている 

頑丈な建物や地下施設に避難しなければならないのでしょうか。 
 

Ａ３． 

避難施設として指定されているかどうかにかかわらず、近くの頑丈な建物や

地下施設に避難してください。  
Ｑ４．自宅（木造住宅）にいる場合はどうしたらよいでしょうか。 
 

Ａ４． 

すぐに避難できるところに頑丈な建物や地下（地下街、地下駅舎などの地下

施設）があれば直ちにそちらに避難してください。それができない場合は、で

きるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ移動してください。  
Ｑ５．建物内に避難してから気を付けることはありますか。 
 

Ａ５． 

爆風で壊れた窓ガラスなどで被害を受けないよう、できるだけ窓から離れ、

できれば窓のない部屋へ移動してください。 
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Ｑ６．弾道ミサイルの情報が伝達されたとき、自動車の車内にいる場合は 

どうすればよいですか。 
 

Ａ６． 

車は燃料のガソリンなどに引火するおそれがあります。 

車を止めて頑丈な建物や地下（地下街、地下駅舎などの地下施設）に避難し

てください。周囲に避難できる頑丈な建物や地下施設がない場合、車から離れ

て地面に伏せ、頭部を守ってください。 
 

Ｑ７．車から出ると危険な場合はどうしたらよいですか。 
 

Ａ７． 

高速道路を通行している時など、車から出ると危険な場合には、車を安全な

場所に止め、車内で姿勢を低くして、行政からの指示があるまで待機してくだ

さい。 
 

Ｑ８．ミサイルが着弾した後は何をすればいいですか。 
 

Ａ８． 

弾頭の種類に応じて被害の様相や対応が大きく異なります。 

そのため、テレビ、ラジオ、インターネットなどを通じて情報収集に努めて

ください。また、行政からの指示があればそれに従って、落ち着いて行動して

ください。 
 

Ｑ９．近くにミサイルが着弾した時はどうすればいいですか。 
 

Ａ９． 

弾頭の種類に応じて被害の及ぶ範囲などが異なりますが、次のように行動し

てください。 

・ 屋外にいる場合は、口と鼻をハンカチで覆いながら、現場から直ちに離

れ、密閉性の高い屋内の部屋または風上に避難してください。 

・ 屋内にいる場合は、換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして室内を密閉

してください。 
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Ｑ１０．国民保護サイレン音はどのような時に鳴るのですか。 
 

Ａ１０． 

北朝鮮から発射されたミサイルが日本に飛来する可能性がある場合は、Ｊア

ラートを使用して、緊急情報を伝達します。Ｊアラートを使用すると市町村の

防災行政無線などが自動的に起動し、屋外スピーカーなどから警報が流れます

が、この時に原則として国民保護サイレンが鳴ることとなっています。 

防災行政無線の設置状況などは、お住まいの市町村にお問い合わせください。  
Ｑ１１．ミサイル情報を伝達するエリアメール・緊急速報メールの着信音は 

国民保護サイレン音なのでしょうか。 
 

Ａ１１． 

津波や火山情報などに関するエリアメール・緊急速報メールと同じ着信音で

す。国民保護サイレン音ではありません。 

 （参考：ミサイル情報を伝達するエリアメール・緊急速報メールの着信音）  
Ｑ１２．所有している携帯電話・スマートフォンが、Ｊアラート作動時に 

エリアメール・緊急速報メールを受信するか知りたいのですが。 
 

Ａ１２． 

消防庁において、受信可能な機種かどうかの確認方法と、受信できない場合

等の対策をまとめて、ホームページに公表しています。こちらをご覧ください。 

（参考：「スマートフォンアプリ等による国民保護情報の配信サービスの活用」） 
 

Ｑ１３．国民保護サイレンを学校や事業所などで吹鳴させて児童・生徒や 

従業員などに周知したいのですが、構いませんか。 
 

Ａ１３． 

構いません。なお、国民保護サイレン音は国民保護ポータルサイトから確認

できます。 

ただし、国民保護サイレン音を聞いた人が、実際に武力攻撃事態等が発生し

ていると混同しないように注意してください（「これから周知のために国民保

護サイレン音を鳴らしますが、実際に武力攻撃事態等が起こっているわけでは

ありません」と事前アナウンスをしてから吹鳴させるなど。）。 

（参考：国民保護サイレン） 
 
 
 
 

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/houdou/h29/05/290511_houdou_1-1.pdf
http://www.kokuminhogo.go.jp/arekore/shudan.html
https://www.youtube.com/watch?v=UoHTQ7b0yNg
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Ｑ１４．適切に避難できるか不安なので、避難訓練を実施してほしいのですが。
 

Ａ１４． 

国、都道府県、市町村が共同で実施する避難訓練もあります。まずは、お住

まいの市町村にお問い合わせください。 


